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の日本再発見の旅：中山道 69次とは  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

中⼭道六⼗九次は、江戸時代に栄えた五街道の一つで、宿場の総称。 

中⼭道は、江戸・日本橋と、京・三条大橋の間を結ぶ主要街道 2 路のうちの、 

山地側の 1路である。 もう 1 路である東海道とは、 

江⼾側は同じ⽇本橋から発するが、⼭⼿と海沿いに分かれて⻄進し、 

近江国に⼊って草津宿で合流。そこからは京までの区間を共有。  

江⼾・⽇本橋から発する甲州街道とは、その終点である下諏訪宿で合流。 

中⼭道六⼗九次は、名所絵（浮世絵⾵景画）『⽊曽街道 69 次』 

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 

 

 

 
 

 
 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜	
 

字が⼩さく、不鮮明かと思いますが、参考になるかと掲載させていただきました。 

季節は 5 月、我が⾝と⽇本再発⾒、出会いの旅画像を、割り込みご紹介。 

というのも、人生、夢と現実、夢挑戦の転換点だった。 

セブンティからの再脱皮、反省と⾃⼰発⾒、もう⼀⽪
ひとかわ

の変⾝を⽬指して。 

厳しかったが、楽しいことや気づき、何よりも、貫徹できたのが、嬉しく、⼼に残る。 

 

 

 

 

下記は標⾼図 

 


